
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
理
事
長　
真
鍋
井
蛙

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
が
、
例
年
通
り
の
活
動
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
、
協
会
の
動

き
の
お
知
ら
せ
や
、
皆
さ
ま
の
篆
刻
活
動
の
一
助
に
と
発
行
さ
れ
た
の
は
二

〇
二
〇
年
六
月
で
し
た
。
早
く
も
三
年
が
経
ち
ま
す
。
そ
の
間
協
会
の
行
事

も
形
を
変
え
な
が
ら
も
前
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
令
和
四
年
の
活
動
と
し
て
は
一
月
九
日
の
総
会
に
続
き
、
三
月
二

　
さ
て
、
令
和
四
年
の
活
動
と
し
て
は
一
月
九
日
の
総
会
に
続
き
、
三
月
二

十
七
日
に
は
第
三
十
八
回
日
本
篆
刻
展
審
査
が
兵
庫
県
立
美
術
館
王
子
分
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
質
の
高
い
作
品
が
沢
山
応
募
さ
れ
て
お
り
、

協
会
の
今
後
に
期
待
す
る
と
共
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
真
に
篆
刻
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
加
え
て
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　 ご
挨
拶 - 

審
査
を
終
え
て -

●
審
査
員

　
理
事
長　
　
真
鍋
井
蛙
（
審
査
委
員
長
）

　
常
任
顧
問　
井
谷
五
雲　
山
下
方
亭

　
会
長　
　
　
尾
崎
蒼
石

　
副
理
事
長　

喜
多
芳
邑　
酒
居
石
荘　
小
朴
圃　
中
島
春
緑　
平
田
蘭
石

　
顧
問　
　
　
多
田
龍
淵

　
代
表
理
事　
伊
藤
雅
夫　
黒
田
玉
洲　
黄
平
齋　
渡
邉
和
琴

　
代
表
理
事　
伊
藤
雅
夫　
黒
田
玉
洲　
黄
平
齋　
渡
邉
和
琴

　
常
務
理
事　
大
村
雪
陵　
草
田
翠
苑　
熊
本
夕
生　
長
谷
川
拓
石

■
顧
問
賞
・
会
長
賞
選
考
委
員

　
常
任
顧
問
・
会
長
・
理
事
長
・
顧
問　
五
名

■
梅
舒
適
賞
選
考
委
員

　
常
任
顧
問
・
会
長
・
理
事
長
・
副
理
事
長　
九
名　

■
大
賞
選
考
委
員
（
大
賞
・
準
大
賞
・
優
秀
賞
）

　
常
任
顧
問
・
会
長　
理
事
長
・
副
理
事
長
・
代
表
理
事　
十
三
名

　
常
任
顧
問
・
会
長　
理
事
長
・
副
理
事
長
・
代
表
理
事　
十
三
名

■
学
生
展
選
考
委
員　
理
事
長
・
常
務
理
事　
五
名

　　 　
　

▷
審
査
風
景

я⋤
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▷
円
空
仏
「
虚
空
蔵
菩
薩
像
」

後
藤
昭
夫
藝
術
館
（
後
藤
黄
太
郎
さ
ん
と
筆
者
）
▽

▷
平
田
蘭
石
先
生

印
社
訪
問 ‒

関
中
印
社‒

                                                                        

常
任
顧
問　
井
谷
五
雲

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
か
で
、
連
日
多
く
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
新
規
感
染
者
の
数
字
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
め
げ
ず
で

あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
し
び
れ
を
き
ら
し
て
で
あ

ろ
う
か
、
書
道
篆
刻
界
の 

動
き
も
旧
に
復
し
て
様

々
な
行
事
が
展
開
さ
れ
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

ん
な
こ
と
で
名
古
屋

ん
な
こ
と
で
名
古
屋
へ
あ
る
展
覧
会
を
見
る
た
め

に
出
か
け
た
。
そ
の
つ
い
で
で
は
な
い
の
だ
が
、
足
を
延
ば
し
て
「
関
中
印
社
」
の
代
表
で

あ
る
平
田
蘭
石
副
理
事
長
に
お
会
い
し
て
き
た
。
少
し
そ
の
様
子
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い

と
思
う
。

　
平
田
先
生
と
お
会
い
す
る
の
は
二
年
ぶ
り
で
あ
ろ
う
か
、
随
分
久
し
ぶ
り
の
よ
う
に
思
う
。

そ
れ
は
何
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
だ
。
先
生
は
開
口
一
番
「
昨
今
は
高

齢
化
が
激
し
く
、
篆
刻
に
情
熱
を
燃
や
す
人
材
に
乏
し
く
、
印
社
の
維
持
が
大
変
で
あ
る
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
古
参
の
門
人
と
と
も
に
自
分
も
年
齢
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
嘆
い
て
お

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
古
参
の
門
人
と
と
も
に
自
分
も
年
齢
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
嘆
い
て
お

ら
れ
た
が
、
心
配
し
て
い
た
よ
り
は
、
随
分
お
元
気
な
様
子
で
一
安
心
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

書
棚
の
篆
刻
関
係
の
資
料
を
見
や
り
な
が
ら
、
梅
舒
適
先
生
と
の
思
い
出
話
な
ど
に
花
が
咲

き
、
短
く
は
あ
っ
た
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
先
生
宅
を
辞
し
た
。

　
次
に
平
田
先
生
の
門
人
で
、
我
が
協
会
の
理
事
で
あ
る
後
藤
黄
太
郎
さ
ん
が
館
長
を
務
め

る
「
後
藤
昭
夫
藝
術
館
」
へ
行
っ
た
。
か
ね
て
よ
り
約
束
し
て
い
た
の
で
後
藤
さ
ん
が
出
迎

え
て
下
さ
っ
て
、
こ
れ
も
ま
た
旧
交
を
温
め
る
よ
う
に
挨
拶
を
交
わ
し
、
館
内
を
案
内
し
て

い
た
だ
い
た
。
後
藤
さ
ん
は
関
氏
の
市
役
所
を
定
年
退
職
さ
れ
て
か
ら
、
お
父
さ
ん
の
昭
夫

い
た
だ
い
た
。
後
藤
さ
ん
は
関
氏
の
市
役
所
を
定
年
退
職
さ
れ
て
か
ら
、
お
父
さ
ん
の
昭
夫

氏
の
作
品
を
展
示
す
る
た
め
の
美
術
館
を
ご
自
宅
の
す
ぐ
そ
ば
に
建
築
な
さ
っ
て
、
企
画
展

を
定
期
的
に
開
催
さ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
お
父
さ
ん
の
昭
夫
さ
ん
は
知
る
者
ぞ
知

る
前
衛
画
家
で
、
今
回
は
「
師
坪
内
節
太
郎
と
行
動
美
術
時
代
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
企
画
展

の
開
催
中
で
あ
っ
た
。
お
父
さ
ん
の
作
品
や
そ
の
他
関
係
資
料
の
説
明
を
受
け
、
楽
し
く
有

意
義
に
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
芸
術
館
そ
の
も
の
が
贅
沢
な
平
屋
作
り
で
、

現
代
的
で
あ
り
ク
ラ
シ
ッ
ク
。
和
と
洋
の
調
和
が
実
に
見
事
で
、
参
観
に
訪
れ
た
者
を
驚
か

す
も
の
で
あ
っ
た
。
次
回
は
五
月
二
十
七
日
か
ら
円
空
仏
写
真
家
の
「
後
藤
英
夫
と
後
藤
昭

夫
」
展
の
開
催
と
か
。

　
円
空
上
人
は
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
美
濃
の
国
に
生
ま
れ
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

年
に
関
市
の
弥
勒
寺
で
入
滅
す
る
。
時
に
六
十
四
歳
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
生
涯
は
謎
に
包
ま

れ
て
い
る
。
関
市
洞
戸
円
空
記
念
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
わ
か
っ
て
い
る
の
は
ノ
ミ
と

カ
タ
ナ
を
手
に
全
国
を
行
脚
し
、
過
酷
な
封
建
社
会
に
苦
し
む
民
衆
に
仏
の
教
え
を
説
き
な

が
ら
、
お
よ
そ
十
二
万
体
に
も
及
ぶ
仏
像
を
彫
り
続
け
て
き
た
こ
と
だ
け
」
と
書
か
れ
て
い

が
ら
、
お
よ
そ
十
二
万
体
に
も
及
ぶ
仏
像
を
彫
り
続
け
て
き
た
こ
と
だ
け
」
と
書
か
れ
て
い

る
が
、
そ
の
迫
力
と
慈
愛
に
満
ち
た
円
空
仏
は
我
々
の
心
に
等
し
く
迫
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
、

知
ら
ぬ
者
は
な
か
ろ
う
。
洞
戸
円
空
記
念
館
は
関
市
洞
戸
の
高
賀
神
社
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
早
速
出
か
け
る
こ
と
に
し
た
。
関
市
の
平
田
先
生
の
お
家
や
後
藤
昭
夫
藝
術
館
の
あ
る
所

か
ら
は
北
西
？
へ
向
か
っ
て
約
一
時
間
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
だ
春
の
訪

れ
を
感
じ
る
に
は
早
い
こ
の
時
期
で
は
あ
る
が
、
積
雪
が
道
路
の
傍
ら
に
積
ん
で
あ
っ
た
の

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
少
し
く
時
間
を
要
し
た
が
、
山
深
い
佇
ま
い
と
円
空
仏
の
魅
力
に
し

ば
し
現
生
を
忘
れ
る
よ
う
な
心
持
ち
に
、
来
て
よ
か
っ
た
と
し
み
じ
み
思
え
た
。
円
空
仏
は

ば
し
現
生
を
忘
れ
る
よ
う
な
心
持
ち
に
、
来
て
よ
か
っ
た
と
し
み
じ
み
思
え
た
。
円
空
仏
は

（
か
つ
て
平
田
先
生
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
）
関
中
印
社
の
本
部
近
く
、
関
市
の
弥
勒
寺

に
も
大
小
数
多
く
の
円
空
仏
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
今
日
は
、
美
術
や
深
い
信
仰
や
歴
史
や
床
し
い
自
然
の
中
に
、
篆
刻
を
志
す
同
志
の

友
情
が
存
在
す
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
中
印
社
の
存
在
を
嬉
し
く
思
う

こ
と
一
入
で
あ
っ
た
。
本
協
会
の
皆
さ
ん
も
是
非
と
も
関
市
を
訪
れ
、
合
わ
せ
て
篆
刻
仲
間

と
の
交
友
を
深
め
て
欲
し
い
も
の
だ
と
思
う
。
関
中
印
社
の
今
後
の
活
動
を
期
待
し
て
拙
い

報
告
文
を
閉
じ
た
い
。

報
告
文
を
閉
じ
た
い
。
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①
『
説
文
解
字
注
（
段
注
本
）
』
藝
文
印
書
館　
Ｂ
５
判

②
『
清
人
篆
隷
字
彙
』
北
川
博
邦
編　
雄
山
閣　
Ｂ
５
判　

　

   

②
『
清
人
篆
隷
字
彙
』
は
昭
和
五
十
四
年
に
発
行
さ
れ
、
篆

隷
作
品
を
作
る
の
に
こ
ん
な
便
利
な
字
書
は
な
い
と
思
い
即

購
入
。
初
版
で
あ
り
音
訓
索
引
は
な
い
が
重
宝
し
た
。
説
文

よ
り
始
ま
り
、
清
代
名
家
の
書
作
よ
り
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

各
作
家
の
書
作
と
篆
刻
は
、
共
通
し
、
反
映
し
、
相
互
作
用

す
る
こ
と
を
学
び
、
ま
た
呉
大
澂
に
よ
る
金
文
も
参
考
と
な

っ
た
。
楊
峴
や
呉
昌
碩
を
集
字
し
書
い
て
い
た
の
を
思
い
出

っ
た
。
楊
峴
や
呉
昌
碩
を
集
字
し
書
い
て
い
た
の
を
思
い
出

す
。
多
く
の
清
代
作
家
群
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
冊

で
あ
る
。
普
及
版
も
あ
る
が
、
私
は
床
で
広
げ
て
重
い
こ
の

本
を
見
る
の
が
好
き
で
あ
っ
た
。
行
草
も
合
わ
せ
た
『
呉
昌

碩
書
法
字
典
』
や
呉
昌
碩
の
篆
刻
の
み
の
字
書
も
、
若
い
頃

購
入
し
て
い
た
。
自
身
の
作
品
に
取
り
入
れ
る
に
は
必
要
で

あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
生
か
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
。

か
ら
な
い
。

③
『
篆
隷
字
典
』
昭
和
六
十
年
発
行
。
切
り
貼
り
の
作
業
に

よ
る
労
作
で
あ
る
。
甲
骨
、
鐘
鼎
彝
器
、
漢
碑
、
木
簡
、
古

璽
、
秦
漢
印
、
封
泥
、
清
代
の
趙
之
謙
や
呉
昌
碩
ま
で
数
種

『
王
福
庵
書
説
文
部
目
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
理
事
長　
喜
多
芳
邑

　
先
般
、
日
本
篆
刻
展
の
審
査
の
際
、
「
こ
ん
な
字
書
も
あ
る

で
。」「
う
ち
の
会
員
は
１
０
０
０
円
弱
で
『
印
文
学
』
買
い

ま
し
た
よ
。」「
ス
マ
ホ
の
字
書
の
ア
イ
コ
ン
作
っ
て
く
れ
。」

「
○
○
、
ネ
ッ
ト
で
探
し
た
け
ど
え
ら
い
高
く
な
っ
て
い
る
な
。」

等
々
、
ま
ず
ま
ず
の
反
響
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
字
書
に
つ
い

て
再
考
す
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と
は
、
あ
る
一
定
の
役
割
は
果

て
再
考
す
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と
は
、
あ
る
一
定
の
役
割
は
果

た
し
た
と
思
っ
て
い
る
。
「
そ
れ
で
ど
の
字
書
が
い
い
の
か
？
」

「
絶
版
で
手
に
入
り
ま
せ
ん
。」な
ど
の
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

こ
の
字
書
さ
え
あ
れ
ば
い
い
、
こ
れ
は
絶
対
必
要
な
ど
と
断
定

は
出
来
か
ね
る
。
少
な
く
と
も
一
冊
で
は
な
く
、
他
に
検
字
す

る
手
立
て
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
昔
の
よ
う
に
次
々
と
字
書
が
出
版
さ
れ
た
時
代
と
は
違
い
、

需
要
が
減
り
、
書
道
関
係
の
出
版
物
も
各
社
減
少
し
て
い
る
。

需
要
が
減
り
、
書
道
関
係
の
出
版
物
も
各
社
減
少
し
て
い
る
。

入
手
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と
は
言
え
、
古
書
店
を
う
ろ

う
ろ
し
な
く
て
も
、
ネ
ッ
ト
通
販
に
よ
り
購
入
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
は
、
良
く
も
悪
く
も
時
代
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

①
大
学
で
『
説
文
解
字
注
』
の
購
読
の
授
業
を
受
け
た
時
の
テ

キ
ス
ト
で
あ
る
。
清
の
段
玉
裁
が
著
し
た
『
説
文
解
字
注
』
は
、

説
文
解
字
に
対
す
る
注
釈
の
最
高
峰
と
言
わ
れ
、
清
の
訓
詁
学

説
文
解
字
に
対
す
る
注
釈
の
最
高
峰
と
言
わ
れ
、
清
の
訓
詁
学

の
到
達
し
た
一
つ
の
頂
点
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
漢
字
を
部

首
五
四
〇
に
分
け
て
体
系
付
け
、
そ
の
成
り
立
ち
を
解
説
し
、

字
の
本
義
を
記
し
て
い
る
。
漢
字
の
字
書
の
基
本
で
は
あ
る
が
、

す
ぐ
に
印
の
作
成
に
利
用
で
き
る
字
書
と
は
い
え
な
い
ま
で
も

知
っ
て
お
く
べ
き
も
の
で
は
あ
る
。
現
在
の
多
く
の
字
書
が
康

煕
字
典
の
配
列
に
準
じ
て
い
る
が
、
部
首
五
四
〇
を
書
し
た

西
泠
印
社
発
行
の
『
王
福
庵
書
説
文
部
目
』
が
部
屋
の
片
隅

に
あ
っ
た
の
で
、
思
わ
ず
採
り
上
げ
た
次
第
で
あ
る
。

「
工
具
書
」
《
字
書
》
に
つ
い
て 

（
二
）



䩧

④
『
甲
骨
金
文
辞
典
』
上
下
巻　
水
上
静
夫
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
山
閣　
Ａ
５
版

⑤
『
古
典
文
字
字
典
』
青
山
杉
雨
監
修　
師
村
妙
石
編　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
方
書
店　
Ｂ
５
判

　　

   

　
今
回
掲
載
し
た
日
本
の
字
書
は
、
音
訓
索
引
も
あ
り
、
甲

骨
金
文
な
ど
検
索
し
易
い
。
私
自
身
は
、
常
時
使
用
し
て
い

る
訳
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
棚
よ
り
引
っ
張
り
出
し
使

っ
て
い
る
。
既
に
お
持
ち
の
方
も
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、
皆

さ
ん
の
参
考
に
な
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。　

　
文
中
の
『
古
籀
彙
編
』
、『
甲
骨
文
編
』
、『
金
文
編
』
、

『
古
璽
文
編
』

『
古
璽
文
編
』
、『
古
文
字
類
編
』
、『
漢
語
古
文
字
字
形

表
』
等
々
は
、
ま
た
次
回
紹
介
し
た
い
。

③
『
篆
隷
字
典
』
赤
井
清
美
編　
Ｂ
５
判

④
『
甲
骨
金
文
辞
典
』
平
成
七
年
発
行
。
総
合
辞
典
と
し
て

よ
く
出
来
て
い
る
。
偶
数
頁
に
「
解
説
」
、「
字
形
」
、「
字
義
」
、

「
参
考
」
な
ど
、
漢
字
の
語
源
と
成
立
を
明
ら
か
に
し
、
奇

数
頁
に
図
版
を
収
録
し
、
甲
骨
、
金
文
等
を
発
生
順
に
並
べ

て
小
篆
と
対
比
さ
せ
て
い
る
。
少
々
高
価
だ
が
『
字
統
』
と

と
も
に
金
文
を
扱
う
と
き
の
助
け
と
な
っ
て
い
る
。
『
甲
骨

文
編
』

文
編
』
、『
古
文
字
類
編
』
、『
漢
語
古
文
字
字
形
表
』
な

ど
十
七
種
の
字
書
か
ら
選
録
し
て
い
る
。
「
こ
の
書
籍
で
は

こ
の
字
を
こ
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
」
な
ど
諸
説
を
示
し

載
っ
て
い
る
。
拓
の
ま
ま
載
っ
て
い
る
の
が
い
い
。
『
行
草
字

典
』
と
と
も
に
愛
用
し
て
い
た
。
平
成
二
十
年
に
前
記
二
冊
を

増
訂
し
『
篆
隷
大
字
典
』
『
行
草
大
字
典
』
が
出
版
さ
れ
て
い

る
。

⑤
『
古
典
文
字
字
典
』
は
徐
文
鏡
編
『
古
籀
彙
編
』
に
倣
い
、

新
資
料
を
加
え
る
。
見
出
し
字
も
三
千
を
超
え
、
確
か
に
多

く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
甲
骨
文
編
』
、『
金
文
編
』
、『
古

璽
文
編
』
、『
匋
文
編
』
、貨
幣
、
侯
馬
盟
、
帛
書
等
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
少
し
手
を
加
え
、
各
字
書
か
ら
の
綺
麗
な

転
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
普
及
版
も
あ
る
よ
う
だ
。

て
い
る
。
現
在
、
雄
山
閣
は
、
受
注
生
産
の
Ｐ
Ｏ
Ｄ
版

(

プ
リ
ン
ト
オ
ン
デ
マ
ン
ド)

と
し
て
い
る
よ
う
だ
。
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■
展
覧
会
の
ご
案
内　

明
分
篆
會
展
二
〇
二
二　

八
月
五
日
（
金
）
〜
七
日
（
日
）　

 

神
戸
元
町 

み
な
せ
画
廊

第
四
十
回
六
轡
會 

與 

鯉
鱗
展　
八
月
十
七
日
（
水
）
〜
二
十
一
日
（
日
）

                                                                       　

       　
　

京
都
文
化
博
物
館

第
三
十
七
回 
随
風
會
書
法
篆
刻
展　
八
月
二
十
三
日
（
火
）
〜
二
十
八
日
（
日
）

                                                                       　

       

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

第
十
四
回

第
十
四
回 

長
修
会
展　
八
月
二
十
六
日
（
金
）
〜　
二
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁
宿
ホ
ー
ル
）
講
堂

　
　
　
　
　
　
　
　

※

本
年
度
の
社
中
展
等
、
開
催
予
定
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

日
本
篆
刻
家
協
会
顧
問
賞 (

参
与) 　

 

浅
野
祥
雲

日
本
篆
刻
家
協
会
会
長
賞 (
参
与) 　

 

松
本
弘
碩

梅
舒
適
賞 (

評
議
員) 　
　
　
　
　
　
庭
田
露
舟　
石
川
無
外　
花
房
浩
佳

日
本
篆
刻
展
大
賞 (

常
任
委
員) 　
　

 
東
緑
園

日
本
篆
刻
展
準
大
賞 (

常
任
委
員) 　
岡
本
浩
二　
金
井
榴
華　
西
川
浥
華　
井
畑
喜
雨

日
本
篆
刻
展
優
秀
賞 (

常
任
委
員) 　

 

　
　
　
　
古
田
衛　
　
中
嶋
清
華　
岡
崎
戯
石　
榎
本
翠
峰　
永
田
乾
石

　
　
井
分
潭
風　
斎
藤
芳
清　
松
田
仰
風　
平
尾
蒼
龍　
三
原
大

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
賞 (

委
員) 　

 

明
石
精

神
戸
新
聞
社
賞 (

委
員) 　
　
　
　
　

 

池
田
叡
花

日
本
篆
刻
展
奨
励
賞 (

委
員) 　
　
　
　

　
　
橋
本
陽
一　
大
芦
卿
雲　
田
邊
進　
浦
田
紫
雯　
岡
津
美
香　
檜
原
邨　
加
藤
輝
雄　

　
　
中
出
千
恵
美　
吉
永
小
依　
渡
邉
幽
石　
服
部
和
彦　
中
江
萌
翠　
山
本
杏
華　

　
　
井
手
釣
雲　
上
島
杲
水　
川
端
不
條　
北
野
京
子　
佐
々
木
芍
苑　
村
上
抱
華　

　
　
井
手
釣
雲　
上
島
杲
水　
川
端
不
條　
北
野
京
子　
佐
々
木
芍
苑　
村
上
抱
華　

　
　
茂
中
寛
明　
森
俊
治　
壹
岐
玲
風　
池
内
紅
月　
池
内
龍
泉　
田
中
滋　
本
間
ま
ゆ
み

　
　
松
本
矢
岳　
薮
下
瑛
琴　
寺
地
寿
和　
木
下
寛
石　
木
村
佳
史　
三
宅
渓
月　
平
田
六
橋

知
事
賞 (

会
員) 　
　
　
　
　
　
　
　

 

安
藤
慎
一

兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞 (

会
員) 　
　

 

青
戸
佑
華

神
戸
市
長
賞 (

会
員) 　
　
　
　
　
　

 

藤
井
郁
子

神
戸
市
教
育
委
員
会
賞 (

会
員) 　
　

 

杉
本
加
世

特
選
特
選 (

会
員) 

　
　
山
﨑
真
美
子　
李
海　
枝
廣
樹
芳　
澤
田
弘　
井
上
裕
美　
北
出
松
露　
髙
取
珠
光

　
　
山
本
博
信　
岩
本
凌
慶　
古
谷
介
佛　
久
下
浩
登　
中
村
祥
水　
吉
田
裕
子

　
　
秋
吉
隆
夫　
亀
田
孝
志　
國
重
探
龍　
庄
田
真
紀
子　
松
井
壴
邨　
井
上
暁
子　

　
　
古
賀
巳
子　
安
田
め
ぐ
み

秀
作
賞 (

会
員)

　
　
井
形
淳　
岡
野
勝
雄　
松
本
献　
五
十
里
厚
子　
松
田
呉
川　
耳
浦
康
真　
村
田
昇
治

　
　
安
田
呉
穂　
山
下
忠
洋　
分
野
蓮
淵　
髙
木
夜
宵　
石
神
理
柳　
近
藤
七
峰　

　
　
佐
野
真
咲
美　
村
田
惠
紅　
安
井
英
穂　
赤
松
康
照　
荒
木
素
世　
株
田
星
邨

　
　
清
村
天
音　
吉
田
哲
幸　
安
達
卿
仙　
川
土
居
松
苑　
園
田
英
雄　
寺
西
章
江

　
　
中
村
幸
恵　
西
浦
佳
風　
迫
梅
盦　
松
浦
昌
子　
足
立
翠
香　
大
喜
多
惠
子　

　
　
亀
野
漣
華　
國
本
学　
指
輪
桂
舟　
塔
本
大
道　
原
琴
名　
御
手
洗
義
光　

　
　
亀
野
漣
華　
國
本
学　
指
輪
桂
舟　
塔
本
大
道　
原
琴
名　
御
手
洗
義
光　

　
　
樅
山
美
由
紀　
矢
羽
野
徹
也　
山
田
温
子　
米
澤
春
園　
渡
部
雪
華　
大
谷
佳
代　
　

　
　
古
賀
俊
一
郎　
曽
根
﨑
直
子　
永
田
佳
子　
前
川
舞　
松
崎
敏
子

原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
館
長
賞 (

公
募) 　
　
常
常

会
員
推
薦
賞 (

公
募)

　
　
柴
田
聖
風　
髙
山
掃
隅　
陳
燕　
加
藤
蘭
溪　
王
翊
瀚　
大
島
庸
仁　
黒
川
元
伸

　
　
白
多
麗
娜　
申
艶　
蘇
科　
高
原
龍
一　
趙
軍　
張
笑
銘　
屠
龍　
登
坂
仁
美

　
　
潘
桂
芳　
馬
士
強　
毛
夜
明　
川
王
芳　
兪
鷺
敏　
楊
玉
婷　
李
彦
君　
林
立
之

　
　
潘
桂
芳　
馬
士
強　
毛
夜
明　
川
王
芳　
兪
鷺
敏　
楊
玉
婷　
李
彦
君　
林
立
之

　
　
渋
谷
繁
夫　
梅
原
泰
世　
北
村
平
周　
青
野
虹
華　
桔
梗
美
朋　
木
村
真
翠　

　
　
津
守
笙
人　
護
邦
忠
弘　
赤
木
朋
宏　
石
川
湊
尹　
岸
艸
城　
池
田
紅
玉　
松
田
響

　
　
中
島
裕
子　
前
川
恵
理
奈　
森
田
典
子　
柳
田
佳
代　
西
村
奇
秀

▼
第
６
回
学
生
展
審
査
結
果
報
告

最
優
秀
賞　
植
田
大
芽

優
秀
賞　
　
成
田
晴
葉　
滝
本
瀬
奈　
前
田
ゆ
ず　
水
谷
心
咲
都　
西
岡
み
ふ
ゆ

　
　
　
　
　
小
林
里
菜
子　
安
藤
瞳　
半
田
輝
莉　
藤
本
明
日
香　
松
田
薫
野

　
　
　
　
　
小
林
里
菜
子　
安
藤
瞳　
半
田
輝
莉　
藤
本
明
日
香　
松
田
薫
野

入
選　
　
　
遠
藤
依
緒
里　
尾
﨑
匠　
西
畑
秋
甫　
石
黒
慎
也　
五
由
出
紗
妃

　
　
　
　
　
飯
田
梨
紗
子　
中
村
こ
ゆ
き　
角
倉
さ
く
ら　
田
岡
由
起
子　
大
本
な
つ
み

　
　
　
　
　
西
村
香
凛　
丸
山
美
結　
白
石
彩
夏　
岡
風
希　
細
井
咲
来

第
三
十
八
回
日
本
篆
刻
展
入
賞
者


